
  　 　 　 　 　 　 　 　       

健康福祉部

健康増進課

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○健康づくり推進県民会議の開催　１回／年
○圏域毎の推進会議、地域・職域連絡会議の開催　３回／年（合計３０回）

Ｈ25 H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

24年度

646

合計 2,733 2,374 4,871

県健康増進計画　圏域健康
づくり推進会議

直接

　二次医療圏（保健福祉事務所）単位で地域・職域連携推進
協議会を開催し、圏域の健康づくりに関する課題を検討した。
・地域・職域連携推進会議
・圏域健康づくり推進会議及び分野別会議

1,969 964 1,214

成果目標の達成状況

項目

１回／年 ２回 達成

達成24回 30回／年 38回

１回

20回

県健康増進計画推
進会議

圏域推進会議

事業番号 05 05 03 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 健康増進計画推進事業 担
当
課

部局

１　保健活動の推進 実施期間 H14 ～

県が関与
する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 可能

【左記の説明、根拠法令等】
・健康増進法第８条、第19条の３により県計画策定と市町村の援助が義務付けられている。
・国庫補助金の交付主体が都道府県である（地域・職域連携推進事業費）
・信州保健医療総合計画

課・室

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kenko-zoshin@nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

健康長寿№１の確立に向け、行政・医療・教育関係機関、医療保険者、企業、ボランティア団体等が連携し、それぞれの特性を活かしなが
ら情報発信することを通じ、地域における主体的な健康づくりを推進する。

　平成24年度に終了した長野県健康増進計画「健康グレードアップながの２１」は、目標達成割合としては悪化指標は少なかったものの、
変化なしという項目もみられ、改善に向けた更なる取組が必要であり、当該計画を改定して平成２５年度から２９年度までを計画期間とする
新たな計画を策定した。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算） （当初）
県健康増進計画　健康づくり
推進県民会議

直接
健康増進計画の推進、進捗管理を行うとともに、地域
保健と職域保健の連携を図った。　２回／年

764 764 863

県民提案による健康づくりの
実践

委託 － － 2,794

0

2,311 2,733 4,871

合計（A) 2,311

国庫返還金 直接 平成24年度感染症予防事業費等国庫補助金

4,871
２回

25年度 26年度

当初予算 2,311

補正予算 646

区　　分（単位：千円） 23年度

Aの
財源

2,311 3,379

概　算
人件費

2.20 2.20 2.20 2.20

18,168

2,311 1,495 2,374

18,168

1,156 1,156 2,015 1,040

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

平成29年度までを計画期間とした「信州保健医療総合計画」の目標達成を図るため、県及び圏域での会議を開催し、取組を推進してい
く。
県民提案による食や運動など健康長寿につながる取組を募集、発信により、県民一体となった健康づくりのを推進を図る。

目標に対
する成果
の状況

・県会議においては、当初目標を上回り２回開催し、前計画の評価及び「信州保健医療総合計画」の進捗をはかるための取組について検
討した。
・圏域会議については、10圏域で計38回の開催となり、県計画への意見、地域の健康課題に合わせた検討及び職域保健などと幅広く連
携した取組を推進した。

 概算事業費（B（A）+C） 20,479 19,663 20,542 23,039

18,168 18,168

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

2,794

1,155 1,155 1,364 1,037


